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新たに開発した関節強直症モデルマウスにおける
強直症の経時的変化について
山　村　宗　正
東北大学大学院歯学研究科　口腔病態外科学講座　口腔診断学分野
この度,日本歯科放射線学会第51回
学術大会において安藤正一賞を拝受し
ました｡本質は歯科放射線学会の創始
者である安藤正一先生に因み,優れた
学会発表に対して与えられる質であり
ます｡本稿では,筆者がこれまでに行っ
てきた研究について受賞内容を中心に
紹介させて頂きます｡
自己免疫疾患のひとつである関節リウマチは遺伝要因と環
境要因が複雑に絡み合う多因子疾患であり,病態は非常に複雑
です｡そのため,遺伝要因と環境要因の影響を経時的に調べる
ことができる疾患モデル動物は,病因解明や治療法の開発を研
究する上で非常に有用です｡今回受賞した研究では,強直症発
症後の経時的な病態の変化を明らかにすることを目的に,新た
な関節強直症モデルマウスを作製し,関節強直症病変について
病理組織学的および画像診断学的に検討いたしました｡
これまで筆者らは, MRL/rplマウスとC3H/lprマウスを交
配し,遺伝的背景を明らかにしたマウスを用いて,様々な研究
を行ってきました｡Moriらは,上記二系統のマウスを交配する
ことによって,子世代･子孫世代において足関節に関節強直症
が自然発症することを明らかとしており,筆者らは,これらの
マウスの子孫を選択的に兄弟姉妹交配することによって高頻
度かつ重度に関節強直症を発症する新たな関節強直症モデル
マウスを樹立しました｡実験は,本モデルマウスの足関節の肉
眼的腫脹を発症日とし,関節強直症の発症までの目数と発症率
を調べました｡次いで,発症2日以内(急性期) ･2週間後(檀
30
(受賞報告)
期) ･2カ月後(慢性期)に足関節病変部を摘出し,組織切片の
H-E染色およびマイクロCT (HITACHI MCT-CBIOOMFZ)揺
影を行い,病態像を検討しました｡その結果,関節強直症発症
までの日数の平均は`95.1日, 150日間観察では87% (60/69
匹)の発症率でした｡病理組織学的検討では,急性期に周囲軟
組織への炎症性細胞の浸潤と関節腔にフイプリンの析出がみ
られ,極期に線維性結合部に軟骨化生,慢性期で軟骨･骨組織
の増殖,骨融合が認められました｡マイクロCT像では,慢性
期に足根骨間関節部に異所性石灰化が認められました｡すなわ
ち,本モデルマウスは安定した関節強直症病態像を呈し,病理
組織所見および画像所見は強直症息の病態像と類似していま
した｡
以上の結果から,本モデルマウスは,関節強直症の発症メカ
ニズムを解明するための有用なモデル動物と考えられます｡現
荏,強直症の発症に関与すると考えられる蛋白質に関して,分
子生物学的解析を行っております｡
本研究の遂行にあたり,ご指導,ご協力頂いた諸先生方に深
く御礼を申し上げます｡
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